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オペラ《ヘンゼルとグレーテル》に

見るグリム童話の音楽化

井上博子

１．はじめに

フンパーデインク作ｌＩｌｌのオペラ《ヘンゼルとグレーテル》〃(it汎selIw〔lGMlelは、1893年12月23日

ヴァイマルで初演された。《ヘンゼルとグレーテル）は、グリム兄弟BrUderGrmlmの童話に基づく三

幕のオペラである。フンパーデインクの実妹であるヴェッテ夫人AdelheidWetteの台本によるもので、

クリスマスの時期に上演されることが多い。ヴァーグナーの楽劇の手法を取I)入れ、民謡風の旋律を

用いて、大人から子どもまで誰もが楽しめるオペラとしてINii広く愛されている。初iiiから116年を経

た現在も、各地で上演され続けているオペラの一つである。

オペラの粗筋は以下のようなものである。貧しい箒作I）（グリム版では木こり）の`1a子と娘である

ヘンゼルとグレーテルが、母の留守'１１商いつけを守らず、１ﾘを怒らせてしまう。森でイチゴを取って

くるように命じられ、魔女の森に迷い込む。天使の助けで一夜を無躯過ごした兄妹は、お菓子の家に

住む魔女に捕まるが、グレーテルの機転で魔女を退治する。そして、それまで魔女に捕らわれ、クッ

キーに変えられていた子どもたちも解放されるニ

ーカ、グリム童話を読んで一番に伝わってくるのは、木こりの家族の貧しさである。1812年発刊の

初版本には「きこりに、なにも食べるものがなく、おかみさんと、ヘンゼルとグレーテルというふた

りの子どものためのその日その日のパンさえろくにありませんでした。あるとき、それさえも手にい

れることができなくなり、どうしようもなくな')ました」「ねえ、おまえさん、明日早くふたりの子

どもを逃れておいき、それぞれに一切れずつバンをあてがって、森へ連れ出すのき、木が一番生い

茂った森の典ん中へ、そして、火をおこしてやって、そこを離れてふたりをおいてきぼ|)にすればい

いよ。もうこれ以上ふたりを養ってやれない」Iとあ}〕、ｆどもたちを森へ捨てる相談を夫婦でする

のである。

本論文では、1812年の初版発刊以来、節７版まで改版されたグリム童話「ヘンゼルとグレーテル」

が、オペラ《ヘンゼルとグレーテル》において、どのように音楽化されたのかをグリム版童話、

ヴェッテ夫人による台本、そしてフンバーデインク作1111によるオペラの３面から考察する。オペラで

は台本と音楽との関係が重要であることは筒うまでもないが、《ヘンゼルとグレーテル》のように、

童話からオペラ台本が作成された場合には、原作と台本との|１０係も重要である。1812年のグリム童話

集初版発行から81年も後、グリム童話《ヘンゼルとグレーテル》が何故オペラ化されたのか、それは

１９世紀末のドイツ社会や音楽界の状況とどのように関わっていたのかなどを垣間見るものである。
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2．作曲者エンゲルベルト・フンパーデインク

EngelberIjHumperdinck（18549.1ジークブルク～1921.9.27.ノイシュトレーリツ）は、ドイツの作

曲家である。建築を学んだのち、フェルディナント・ヒラーに楽才を見いだされてケルン音楽院に入

り、ヒラー、ゲルンスハイムらに音楽を学んだ。更にミュンヘンの音楽学校でヨーゼフ・ラインベル

ガーに師事する。1879年、ベルリンにおいてメンデルスゾーン基金を得てイタリアに行った。ナポリ

滞在中のヴァーグナーと迎命的な出会いを果たした。ヴァーグナーの信頼を得て、1881年から1882年

にかけて、《パルジファル》総譜コピーの仕事や、《パルジファル》の少年合'１間の指導を任され、バイ

ロイトで仕事をした。

1885年から1887年まで、スペインのバルセロナ音楽院で作llIlを教え、1890年からは、フランクフル

トのホーホ音楽院で教鞭をとった。また、フランクフルター・ツァイトゥング紙にオペラ批評の筆を

とり、1900年王立芸術アカデミー作曲のマスタークラスの主任としてベルリンに招かれ、1910年には

ベルリン大学から名誉哲学博士号を授与された。1911年12月ロンドン滞在中に体調を損なって倒れ、

1912年には、軽い麻陣を後々までも残した卒中の発作を起こした。以来、健康を回復することはな

かった。1916年に妻が亡くなり、1920年に官職から退いた。

フンパーデインクの代表作であるオペラ《ヘンゼルとグレーテル》は、示導動機Leitmotiv2jの使

用や、無限旋律による展開といったヴァーグナーの音楽技法を応用し、ドイツ民謡を取り入れ、オペ

ラ化に成功した。イタリアのヴェリズモ・オペラがもてはやされていた時代に、ドイツの童話を素材

とした作品として好評を博した。我が国でも、子どもも楽しむことができるオペラとして幅広い年齢

層から親しまれている。

3．グリム兄弟の「子どもと家庭の童話」Kmde/wndHausma/℃ﾉﾌe'７（KHM）

ヤーコプ・グリムJacobGrimm（1785-1863）とヴイルヘルム・グリムWilhelmGrimm（1786-1859）

は、４人兄弟の長男、次男としてフランクフルト近郊の町ハーナウに生まれた。1800年代に、中部ド

イツの小さな村々でグリム兄弟が集めた童話の数々は、1812年の初版から1857年の７版まで版を重ね

た。第７版には最終的に200話がまとめられている。２１世紀を迎えた今も世界的に知られている童話

集である。

グリム兄弟は幼い頃に父を失った。母の強い勧めもあり、苦労をしながら父と同じマールブルク大

学に進み、サヴイニー教授に出会う。サヴィニー教授の強い影響を受け、兄ヤーコプは文学を研究す

るきっかけを得た。

グリム兄弟が生まれ育った時代は、一言でいえば、ドイツ人がドイツ的なものに深い関心を向け始

めた時代だった。グリム兄弟が、口承文学の収集に熱心に取り組んだ理由の一つに、当時のドイツが

置かれた不安定な状況が考えられる。群小|正|家が多数存在していたドイツには、国家意識・民族とし

ての共通感情が完成していなかった。ナポレオンが台頭し、1805年には、300有余の領邦諸国家が、

約40の「国」に再編される。ナポレオンの支配下に入ったドイツでは、「統一ドイツ」を求める人々

の気持ちが高まった。ドイツ民族であれば、誰でも知っている物語を収集・発表することは、ドイツ

の言語文化の歴史を探求し、人々の心に統一ドイツを希求する感情を芽生えさせることにも繋がった

のである。
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4．グリム版3’とオペラ台本４）との比較（削除・付加・変容・相違など）

（１）場所・時代

グリム版では「大きな森の前」voreinemgro此ｎＷａｌｄｅとなっている。

ンシュタイン｣IlseIlsteinである。これは魔女が住んでいるところであ}〕、

の前」とはレベルが異なっている。時代は、グリム版、オペラ台本とも、

オペラでは場所は「イルゼ

グリムにおける「大きな森

特に指定されていない。

（２）父と母

グリム版の父の職業は木こりである。オペラでは籍作りとなっている。

グリム版では母親の恐さが際立っている。母は貧しさを理由に、父親に、執jM1に子を拾てることを

強要している。２度目に森に連れて行く相談をした時には、ヘンゼルが小石を拾うことができないよ

うにドアに鍵をかける。父は、森には野生の獣がいて子どもたちを引き裂いてしまうと知っていなが

ら、森に連れて行ってからも、父と}ﾘは近くで木を伐採していると見せかけるため、木に枝を括り付

けて音を立て子どもたちを蝋す算段をしているなど、子拾てに対する強い気持ちが伝わってくる。気

の弱い父親は、困惑しながらも母親の同うがままである。

オペラ台本では、父親は信心深く、「1々の暮らしの中で、苦しい時は必ず神様が守って下さると子

どもたちに言い聞かせている。母親はヒステリックに子どもたちを叱るが、子どもたちを捨てるので

はなく、子どもたちが言いつけを守らなかったために、森へイチゴを取ってくるように追いやる。父

親は、森には魔女がいると知っていて、「何としても子どもたちを助けるのだ」５’と、力強くきっぱ

りと歌い、子どもたちを探しにいく。森には魔女がいて子どもを待ち伏せているとの父親の話を聞い

て「私はもはや耐えられない！」６１と、子どもを探すため蚊初に家を飛び出すのは母親であり、父親

はそれを追っていく。グレーテルの歌からは、靴下が暦})減ったら、新しい靴下を編んでくれる優し

い母であることが窺える。

（３）ヘンゼルとグレーテル

グリム版ではへンゼルは兄らしいAllMiと分別を持ち、すぐにめそめそする妹を慰め励ましている。

父母の会話を漏れIiIき、森に捨てられると知って、小石を染めたりバンを蒔いたりするなど、幼い男

の子であるにも拘わらず状況を判断し沈粁で知恵を働かせている。

オペラでは、母親から言いつけられた仕事にすぐに飽きて遊び始めたり、母が戻ってⅡ上られると妹

に罪を押しつけたり、森では折角摘んだイチゴを全部食べてしまうなど、分別が足りず腕白な雰囲気

が強い。グレーテルほど信心深くはなく、神様だけでは満腹にはならないと言い返し、第４場では

クッキーにされていた子どもたちが目弛めた時、「僕は信11)しない」ア’と、グレーテルに触ることを

命じるなど、慎重さと臆病さを合わせ持っている。

グレーテルは、グリム版では幼い女の子らしく、すぐにめそめそしている。物語の後半成長箸し<、

魔女に鰯されたふりをして、逆に魔女を退治する。家に｝ii}ろうとして、大きな川が渡れずに困った時、

鴨を呼び、背中に乗せてくれるよう頼むなど、自立した行動がとれるようになっている。

オペラでは、しっかり者で1ﾘ]るい券､肪(をもっている。父親の教えを守って信心深い。不平不満が

ちな兄を諌める。蝿しいときには踊りましょうと兄を誘い、貧しく辛い生活を明るいものにしようと

している。１ﾘ親から言いつけられたｲl:ﾘﾄﾞに飽きて、兄と遊び始めたり、母が戻ったときには、お互い
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に罪をなすり付け合ったり、兄と一緒にイチゴを食べてしまったl)など、やんちゃな面もある。魔女

を退治する｣】M｢illiでは、グリム版では、グレーテルの機転で魔女をｉｉｉに押し込むことになっているが、

オペラでは、ヘンゼルとグレーテルの連係プレーで魔法を解き、橘の鍵をあけ、魔女を退治する展開

になっている。

（４）魔女

グリム版の魔女に名前はない。最初に１１}て来た時は「ひどくｲﾄﾞ老いた女｣eineslemalleFrauである。

｢老女」dicAltc、「悪い魔女」ｂＯｓｅＨｅｘｃなど、呼び名が変わっていく。

グリム版の魔女は、魔法は使っていないが、捕らえた子どもたちを食べていた。

けれどもその老女は、悪い魔女でした。子どもたちを柿ち伏せ、おびき寄せるためだけにお菓

子の家を建てたのです。彼女の権力のもとに彼らが来たとき、子どもたちを殺して料理して食べ

ていました。そして、そんな日は魔女の祝祭日でしたＣｓ’

ヘンゼルが1雄女に見せたのは「骨」eiIIKIlOcllleinである。ヘンゼルを「煮よう」とグレーテルに湯

を沸かすことを指示する。妓後は「神を災れぬ魔女は`惨めに焼け死なねばなりませんでした」９１と,惨

めに焼け死ぬ。

オペラの魔女は、「食道楽／甘い物好き」IcllbillRosinaLcckemlaulと名乗っている。魔法を使い、

ヘンゼルとグレーテルを意のままに操り、空を飛ぶ。姉らえられた子どもたちは、クッキーにされ、

垣根になっている。捕らえた子ども達を食べていない。ヘンゼルが魔女に見せたのは「小さい棒」

emStOckcheluである。ヘンゼルより先に、グレーテルをクッキーに焼こうとする。オペラの魔女は、

最後の場Iiliでは、「２人の少年が竃の瓦礫の''１から魔女の大きなレープクーヘンを持ってくる」'０１と、

クッキーのかけらになっている。

（５）ストーリー展開

グリム版では、家にはもう食べるものがないからと口減らしのために森に連れて行かれる。岐初に

捨てられた時は、小石を目印に家に帰ることができたｃ２度[|はパンを蒔いたので小鳥に食べられ帰

ることができなかった。グレーテルの機)|砿で魔女を退治する。家に戻るとき、大きな１１１の岸に出る。

鴨に頼んでｌｉＩこう岸へ渡してもらう。魔女の家から、それから後、父と兄妹３人で生活するのに充分

な真珠や宝石を持ち帰った。

オペラではlil:親の言いつけを守らなかったために母親を怒らせ、森へイチゴを取りに追いやられる。

グリム版にはない眠りの精、14人の天使、１１ﾘj露の精、クッキーにされていた子ども達などの登場人物

を配している。１４人の天使が眠っている２人を守ってくれる。お菓子の家に辿り着いた時、天使の導

きと２人は思う。２人の連携で魔女を退治し、父母が迎えに来る。クッキーにされていた子どもたち

の魔法を解き、家族４人で無事を喜び合う。
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（６）神

グリム版では、魔女がグレーテルにへンゼルを煮るための水を汲んで湯を沸かすよう命じた時、グ

レーテルは、「慈悲深い神様、私たち哀れな子どもをこの苦しみからお救い下さい」'１’と祈る。魔女

がグレーテルを鰯して、パン焼き釜に押し込もうとした時、「けれども神様はそのことの意味を少女

に教えてくださいました」１沙と、神が教えてくれる。

オペラでは、子どもたちを1I上った後、母は「ﾈ'|'よ、お忠みを下さい！私は41ｉきていくことができま

せん。神よ、お恵みを」ＩＪＩと祈る。

また、ヘンゼルとグレーテルは森の'１]で、「眠りの輔がいた１夕方のお祈りをしましょう。夕方に

なると私は眠りにつく、１４人の天使が私の周りに立っている、２人は私の枕元に、２人は私の足元に、

２人は私の右側に、２人は私の左側に、２人は私にかぶさって、２人は私を目弛めさせる、２人は私

に指し示す、天国の素晴らしいところを」Ⅲ’と歌い、祈る。111[後の場面で父は、「天{１１に気づくの

だ：悪い行いは長続きしない、困窮が極みに達した時、慈悲深い神は我々に手を差し{I|'べて下さる！

本当に、１Ｎ鯛が極みに達した時、神は私たちに満ち足}〕た御手を差しｲ''1べて下さる」'５１と歌う。

オペラ《ヘンゼルとグレーテル》は、その示教的な内容からクリスマスの時期に上減されることが

多いと言われるだけあって、神をiiMiえ、神に祈っている内容が多い。

瀞作りの家族は、日本であれば、当然「神も仏もないものか」と言ってしかるべきの、赤貧洗うが

ごとき状況であるにも拘わらず、苦しい時は神様が必ず助けて下さると歌っているのである。

これは、》11時のどのような宗教的7fli(から来ているのであろうか。「苦しい時は神様が助けて下さ

る」という宗教観は、どのようにして生まれたのか。オペラ《ヘンゼルとグレーテル》にみるその当

時のドイツの宗教観は、知識階級のあいだでは無神論があるｆＭ度広まっていたが素朴な民衆にとっ

ては、当然ながら、神だけが苦しいときの救いであった。

森の中で、兄妹は14人の天使に守られて眠る。最後の場iiiiでも、父は、「苦しい時は神様が必ず助

けて下さる」と歌い上げ、全編を通して、神を讃えた内容になっている。

ところで'4という数は、第２場で父親が籍が売れたので、どっさりと食料を買ってきて、母親に見

せる場面でもvierzehnEierとして使われている。１４という数にはどのような意味があるのだろうか。

一般に、様々な民族や宗教はそれぞれに聖なる数といわれるものがあり、キリスト教では、三位一

体の「３」や、天地創造の「７」などが聖なる数と言われる。１４は聖なる数「７」の２倍であるとい

うことで、聖なる数として扱われたのではないか。

バッハの《マタイ受難曲》では、ＢＡＣＨの文字をアルファベット順の数字に樋き換えると、Ｂ＋Ａ

＋Ｃ＋Ｈ＝２＋ｌ＋３＋８＝14となるため、１４という数字に大きな意味があると捉えられている。信

仰`し､が厚かったと考えられるヴェッテ夫人の台本であ}〕、バッハを受けての14という数だったのでは

ないかと椎illIされる。

（７）お菓子の家と《ヘンゼルとグレーテル》の中の飲食物

グリム版では、お菓子の家は、バンBrot、ケーキKuchell、砂糖Zuckerからできている。お菓子の

家とは言いながら、素朴なシンプルなものである。お菓子の家の中で、魔女が２人をもてなそうと用

意していた食べ物も、ミルクMilch、砂糖つきパンケーキPfalll1kuchellmitZucker、りんごApfCl、〈

るみNUsseの４つであり、合わせても７つに十Wまる。また、食べ物は困窮と欠乏の象徴ともいえる表
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現で出てくる。

きこりは何も食べるものがなく、おかみさんとヘンゼルとグレーテルという２人の子どものた

めの、その日その|]のパンさえ、ろくにありませんでした。とうとう、それさえ手に入れること

ができなくなり、その困窮を救う助けは全くありませんでした。]`’

一方、オペラのお菓子の家は、ケーキKuchen、トルテTbrten、パンケーキFIaden、砂糖Zucker、

レーズンRosinenからできており、クリームや果物を戦せた賛沢なトルテが加わっている。

それにしてもオペラ《ヘンゼルとグレーテル》では、出てくる食べ物の豊富さに驚かされる。役割

毎に出てくる歌のそれぞれに、下記のように、合わせて32の食べ物の名前が出てくる。

○ヘンゼルとグレーテルが歌う、卵Eier、砂糖Zucker、パンBrot、lrocknesBrot、卵パンケーキ

Eiernaden、バター白バンButterwecken、ミルクMuch、ミルクライスReisbrei、粥Brei、クリーム

Ｒａｈｍ、ケーキKuchen、ワインWeiI1

○森に取りに行かされる、イチゴの実Erdbeeren

○E1:が歌う、｜jH1くて乾いたパンKrUstchen、水Wasser

○父が歌う（買ってくる)、ベーコンSpeck、バターButter、小麦粉Mehl、ソーセージWUrste、卵

Eier、豆Bohnen、タマネギZwiebelrI、コーヒーKaflm、じゃがいもKartoffeln、レープクーヘン

Lebkuchen

○魔女が歌う、悪魔の焼き菓子Teuidsbratchen、チョコレートSchokolade、トルテTbrten、マジパ

ンMarzipan、ケーキKuchen、生クリームSahne、すぐりパンJohannisbrot、ミルクライスReisbrei、

レーズンRosinen、アーモンドMandeln、ナツメヤシの実Dattel、砂糖Zucker

○ヘンゼルを太らせる、アーモンドMandeln、レーズンＲｏｓｍｅｎ

○全員で歌う、ケーキKuchen

と、こんなにも沢山の食べ物の名前が出てくる。貧困による子捨てをテーマとしたグリム童話が、な

ぜこのように豊かな食べ物の名前が溢れるオペラへと改変されたのであろうか。おそらくは、台本作

家であるヴェッテ夫人が、日々家庭で整え、家族の食卓としてＨ１意した食べ物であり、子どもたちに

好まれるドイツの日常的な飲食物であったに違いない。

中世以来、ドイツにおける一般庶民の日常的な食事は、各種穀物や野菜の粥が中心であった。オペ

ラ《ヘンゼルとグレーテル》においても粥Breiという言葉が何度も出てくる。１８世紀以降のじゃが

いもの普及により、ドイツの食生活は大きく変化した。19世紀前半にはじゃがいもの消費は拡大し、

穀物と並んで主たる栄養源となった。じゃがいもは種々の形でＨ常の食物となり、豊かな人々の食卓

にも登場するようになった。１８世紀迄は庶民には禁lこされていたコーヒーも、１９世紀になるとドイツ

の食卓に定着した。小麦、ミルク・乳製品、更に肉やjｿ'１，砂糖といった携沢な食品も19世紀半ばから

２０世紀にかけて消費風が大きく増大した。

父親ペーターが、瀞が売れたからと食べ物を買ってくる場面に繋がる記述は、グリム版にはない。

オペラでは、父親ペーターが沢山の食べ物を買ってきて次々と袋から取り出す。その中にはじゃがい

もKartofHehlとコーヒーKaffCeが当然のように含まれている。貧困極まって食べるものが何もなく、

子を捨てようというグリム童話が、美味しそうな食べ物満載のオペラに再構成されているのは、19世
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紀末ドイツの食生活の変化が大きく影響していると言える。

オペラの魔女は、「私はロジーナ・レッカーマウル」１F'IchbiluRosillaLeckermaulと名乗る。これは

文字通り、美食家の意味であり、１１･いものが大好きということなのであろう。食通らしく、テーブル

セッティングにもこだわり、ナイフ、フォーク、椀にⅢ、ナプキンを美しく腱えるようにグレーテル

に要求する。

行くんだ、私のかわい'ちゃん、すばしこく溌刺と、部腫の中でテーブルを整えて妾求を満たす

んだ、私のWiiのために、椀に１１１１、ナイフ、フォーク、ナプキンを；全て正しく、素早く美し

く゜'8’

また、グリム版には、

そこで、ヘンゼルのためには太るようにと毎日鮫も良い食事が作られましたが、グレーテルは、

ざりがにの殻しか得ることができませんでした。'1Ⅲ

という記述があるが、これはグリムの時代の食文化を反映したものである。

Ｗ、シュトゥーペンフォル編「グリム家の食卓匹によると、「グリム家のｊｌｌｉ１Ｉ１１１の中に、カッセルと

ゲッテインゲン居住時代（1810~34）のグリム家のレシピ集が残されていた」とあり、ヴイルヘル

ム・グリムの妻ドロテーアが大部分を書いたのであろうそのレシピ染は、「歴史資料として、とりわ

け文化史的(illi値が向く」「その頃の食Ｉｉｉ事情を知る上で興味深く」また、「当時の市民階級の日常生活

の一部をありあ}〕と示してくれるものである」ZUlと記されている。グレーテルに与えられたざりがに

料理の例が、レシピ３８「かりかりしたスペイン風混ぜ煮のパイ」と、レシピ178「ざりがにのパイ」

として掲救されている.「か})か})したスペイン風混ぜ煮のパイ」の作}〕方は、「鶏の首を切り取}〕、

身体を四つ切りにしてバターをD11えて水煮する。その後、前もってざっとゆでておいたあみがさ茸、

マッシュルーム、牛の上顎肉、がちょうの肝、鴨の尾肉、子牛の脳をもhⅡえる。別に子羊の肉団子を

作っておく。これをざりがにの殻に詰めて水煮する。これに煮たざI)がにと雨蛙（雨蛙は高熱や腫れ

ものに効果のある食品だった）を加える-2'’とある。「ざりがにのパイ」の作り方は、「生地の作})方

は177と同じ。それにつめるざりがにのラグーは次のように作る。塩水でざりがにをゆで、胴のとこ

ろで折り、饗の目に尾の肉を刻む。これに細かく刻んだ魚肉を少し力Ⅱえる。小型のシチュー鍋に、ざ

りがに肉人I)バター少々とブイヨンを入れてとろりと煮つめ、これにiii述の刻んだざ}〕がにと魚肉を

混ぜて、これをパイの詰め物とする。好みでラグーにナツメグを入れてもよい」型'とある。このよう

に、ざりがにがその頃のドイツの日常食品であったことが窺える。

5．オペラ《ヘンゼルとグレーテル》の音楽的特性

（１）ドイツの子どもの歌とオペラ《ヘンゼルとグレーテル》

フンパーデインクの作品は、下記引用にあるように、ヴァーグナーのjIIi流であるとか、オペラ《ヘ

ンゼルとグレーテル》にはドイツ民謡が散りばめられているなどと言われる。それは褒め言葉ではな

く、ドイツ民謡のIlf111が多いと、フンパーデインクの創作性に疑問を呈しているということである。
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DZeMus汰勿zGesc/Lic/Me2lTzdGegie)zuﾉαｍのHumperdillckの項'二１（略伝）には、以下のように記述さ

れている。

フンパーデインクの音楽スタイルに関する一般的な見解の殆どは、もっぱら、《ヘンゼルとグ

レーテル》に基づいている。そして、それらの判断は、「ヴアーグナー神話の縮小コピー」（モー

ザー音楽事典）のような'１』立な言い方に限定されない限り、ざっと見たところも、実際に見たと

ころも誤っている。1920年代においてもまだ、「一連の素晴らしい…童謡」の「美しく装った

バージョン」（リーマン音楽事典、節10版、1922年)、「散りばめられた民謡」（アインシュタイン、

新音楽事典、1926年）そして「趣味よくはめこまれた子どもの歌をもったヴァーグナー様式の作

品」（アーベルト、挿画入り音楽事典、1927年)、といったことが言われていた。モーザーが初め

て、「３つの昔から知られた民謡」のライトモティーフの有効な利１１)を指摘したのである（ドイ

ツ音楽の歴史Ⅲ、第２版、1928年、386頁)。Ｗ・フンパーデインクは、それに対して彼の手記の

中で、〈可愛いズーゼ>、〈野イバラの実〉のみ民謡であり、《ヘンゼルとグレーテル》のく夕べの

祈り>、そしてく２人で踊りましょう〉は、フンバーデインクによって作曲されたメロディであ

ることを実証している。割）

オペラの幕が上がるとグレーテルは"Suse,liebeSuse,／wasrascheltimSLroh?／DieGimsegehen

barfuβ／ｕｎｄｈａｂｅｎｋｅｍ，Schuh'1／DerSchusterhaTsLeder,／keillLeistelldazu／drumkalmerden

Gimslein/auchmachellkemSchllh1"と歌っている。この歌は、ドイツの昔から歌い継がれた子守歌で

あり、武田昭「人生と踊りに伴う「ドイツ民謡｣｣Ｉ（1985）に、ドイツの「子守歌」の一つとして取り

上げられている。

ズーゼ、可愛いズーゼ、

藁の中でゴソゴソしてるのは何ですか？

それは可愛いアヒルさん、

アヒルさんには靴がない、

靴は革でも紐がない、

それで可愛いアヒルさん歩いてる、

靴もないのに歩いてる。２１）

ズーゼ、ザウゼ（suse,sause）は、赤子をゆすって眠らせることをいう。グリムによれば「そっと

うたう、口ずさむ」ことをいう。「可愛いズーゼ」というのは、ズーゼを女の子の名前に見立てて使

用したものである。グレーテルがオペラの中で歌っている歌詞は、

ズーゼ、可愛いズーゼ、

蕊の中でかさかさ音を立てているのは何？

ガチョウがはだしで歩いてる。

そして靴を持ってない。
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靴屋はなめし革を持っている。

でも靴型を持ってない。

だから、靴屋はガチョウに靴を作ることができない。2s）

である。前段４行目までは同じで、後半３行はガチョウに靴がない理ｌｉ１を述べている。子どもたちが

童歌を歌う時、意味は似ているが、｜当1分の言葉に言い換えて歌うというのは、１１１界中どこででもよく

あることである。劇中、グレーテルは編み物をしながらドイツの子どもの歌を歌っている、という設

定である。

第２幕第１場の冒頭で同じくグレーテルが歌うく小人が森に立っていた〉もliilじく、武田昭「人生

と踊りに伴う「ドイツ民謡｣」（1985）に紹介されている。ドイツの子どもの歌で、なぞなぞ遊びに

なっている。

小人さんが森の中で、

ひっそり黙って立ってますｃ

真赤なマントをつけてます。

小人さんは誰でしょう？

真赤なマントを身につけて、

一人ぼっちで立ってます。261

この曲は、オペラでは、

こびとが森に立っていた。

静かに、そして黙って、

彼は大きな赤いマントを身につけている。

言ってごらん、そのこびとは誰でしょう？

一人で森に立っている。

深紅のマントと共に。配

と、殆ど同じ歌詞で歌われる。

モーザーは、〈夕べの祈り〉も「昔から知られた民謡」を利用したと指摘したが、Ｗ、フンパー

デインクが、２曲のみが民謡であると実証した通り、武田昭の収集したドイツ民謡集において、他に

はオペラ《ヘンゼルとグレーテル》に使用したと思われる民謡は見つけることはできない。ドイツ民

謡を取り上げたものは、この２曲だけと判断されるが、ドイツ民謡をモティーフとして使用したので

はなく、「オペラの中で少女がドイツの子どもの歌を歌っている」という設定なのである。

（２）調性と拍子の分析から見えてくるもの

次に、オペラ《ヘンゼルとグレーテル》の瀞楽を形作る調性と拍子の分析を試みる。鋤）

集計・分析に当たっては、複縦線製Ⅲを楽''１１の段落とした。（）内の数字は小節数を表す。ヴァー



沖」ニ博’8６

グナーの影響を受けた無限旋律の手法による展開で、厳密に調性を言うことはできないが、５度圏の

図を用いて調号の変化を追うことで、調性の変化をみることができるのではないかと考えた。円の内

側はそれぞれの鯛の平行短調である二調性は次々と変化していくが、その変化の有り様は唐突なもの

ではなく、右隣の完全５度、左隣の完全４度、そのまた隣というように変化していることが多い。

【前奏HI1VOrspiel】：全体は３つの部分で構成されている。初めは、４/4拍子(35)の静かな「祈りの主

題」で始まる。続いて、２/2拍子(78)の「魔法を解く主題｣、「風の子の動機」が現れる。ノIjt後に、４/４

拍子(135)｢祈りの主題」を中`L､に、喜びの歌、朝の主題が交互に展開する。前奏１１１１は、オペラの重要

なライトモティーフで柵成されている。ここでの展開は、調の５度圏を時計の数字で表すと、１２時と

４時を往復している。（図１－１参照・図1-1～図３－４筆者のオリジナル作図）

【第１幕第１場家の中ErstesBildDaheim卯幕が上がると、６/8拍子(16)｢瀞の家の動機」と言われる

明るいテーマが演奏され、同じく6/8拍子(79)でグレーテルが歌う。第１｣！M｢ErstCSceneの展開は、時

計の数字で表すと９時、11時、１０時を鋭角を作りながら往復している。（図１－１参照）

【第１幕第２場ZweiteScene卯|ﾘ親が戻って来る。疲れて不機嫌な母親は仕事を怠けた子どもたちを

強く叱り、はずみでミルクの壷を割ってしまう。ヘンゼルが笑ったのを怒った{ﾘ親は、２人に森でい

ちごをかご一杯摘んでくるように命ずる。２/4拍子(１０)→6/8拍子(59)→6/8拍子(50)の展開である。

(図１－２参照）

【第１幕第３場DritLeScelle】：勝が売れた父親が食べ物を買い込んで、＿上機嫌でlliiってくる。しかし、

父親は子どもたちが森へ行ったと聞いて鷲き、大`慌てでl砒親と共に子どもたちを探しに家を飛び出す。
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この場面では、４/4拍子(44)→3/4拍子(4)→4/4拍子(4)→3/4拍子(8)→3/4拍子(10)→4/4拍子(6)→4/4拍

子(24)→4/4拍子(43)→4/4拍子(9)→4/２１拍子(44)→6/8拍子(77)と展開する。前半は１時、３時、１１時

を頂点とした三角形、後半は１時、４時、９時、１１時を頂点とした|Ⅱ1ﾌﾟ(1形を形作り、戻ってくる。

(図１－３参照）

【第２幕への前奏曲VOrspielzumzweitenBilde・HexenriU】：箒に乗った魔女は、４/4拍子(52)→4/4拍子

(39)の展開で、完全４度の関係綱へ進行する。（図２－１参照、矢印→が鰯２雑への前奏1111）

【第２幕第１場森の中ZweitesBild､ImWalde】：第１場ErsteSceneの幕が上がると、グレーテルがド

イツの子どもの歌を歌っている。４/4拍子(26)→3/2拍子(2)→4/4拍子(2)→3/2拍子(1)→4/4拍子(１１)→

3/2拍子(1)→4/4拍子(12)→3/2拍子(7)→4/4拍子(87)→4/4拍子(15)→4/4拍子(17)→4/4拍子(29)→4/４
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拍子(25)と展開する。１１時、１０時、１２時を頂点とした三角形を形作りながら、調性が行き来している。

(図２－１参照）

【第２幕第２場ZweiteScene小２人がl11fってしまうと、突然空から一筋の光が差し、天に続く階段と

なって、１４人の天使達が降りてくる、このオペラの中で最も美しい場面である。４/4拍子(41)→4/4拍

子(35)→4/4拍子(１０)と、２時から１０時へ展開する。半音上がった調`性が、美しく第３場へと誘う。

(図２－２参照）

【第２幕第３場DritteScene】：「天使の主題」と「祈りの主題」が美しく演奏され、天使達はバントマ
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イムで祈りの言葉通りに２人の回りを取り囲んで優しく守る。４/4拍子(6)→4/4拍子(6)→4/4拍子

(74)と、半音ずつ調性が上がって行っているのは、天使の上昇を表しているようである。（図２－３

参照）

【第３幕お菓子の魔女の前奏ill1DrittesBUdDasKnuspcrhausChen】：お菓子の魔女の前奏曲は、４/4拍

子(48)→2/2拍子(１９)という展開である。３幕への期待を高める役割を果たしている。

【第３幕第１場ErsteScene】：朝露の精が登場し、２人に朝が来たことを告げる。４/4拍子(49)→4/4拍

子(38)→4/4拍子(41)→4/4拍子(45)と、「朝の主題」「森の主題」「天使の主題」「祈りの主題」が展開

する。鋭角のＶ字を往復している。（図３－１参照）

【第３幕第２場ZweiteScene】：お菓子の家が現れる。６/8拍子(100)→2/4拍子(20)→6/8拍子(4)→6/8拍

子(20)と、２つの調を往復する。（図３－２参照）

【第３幕第３場D1itteScene小いよいよ魔女が登場する。第３場は、魔女の子どもたちを鰯そうとす

る悪巧み、ヘンゼルとグレーテルの知恵と機転、魔女を退治するなどの場面展開のため、調,性と共に

拍子がめまぐるしく変化している。魔女の表liilきの言葉と２人を鰯そうとする裏の企みが表現されて

いる。

甘いささやきで２人を鰯そうとしていた魔女が、いよいよ本性を顕す．「待て－１ホークスポーク

ス魔女の－螺！」３１：Halt1Hokuspokus,Hexellschuβ１の呪文で２人を操ろうとする場面では、拍子は

6/8→2/4→9/8→6/8→2/4→8/9→9/8→2/4拍子と、めまぐるしく変化する。魔女は２人を願そうとし、

２人は企みに気づいて逃げようとする。魔女は２人に|ﾘﾋ文をかけ、ヘンゼルは艦に入れられ、グレー

テルは兄が太るように食べ物を与えさせられるという１１１場である。調性と拍子の変化が相まって大き

な効果をあげていると言える。
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更に、第３幕第３場全体では、１２の綱サのうち、９つの調号が使用されており、変化の激しさを物

語っている。第３幕第３場をj、して、’01じ拍子で続く小節数が極端に少なくなっており、観客がはら

はらするような音楽的展開のために大きな役割を果たしている二魔女がへンゼルとグレーテルに、竃

に押し込まれる前の間奏は、徹か’'１，節で､3/4拍子へ移行するための役＃111を担っている。他にも、２，

３，４小節というところが何カ所もあり、変化の激しさを物語る。（図３－３参照）

【第３聯節４j】IllVierteScclle】：４/4拍子(15)→4/4拍子(30)→4/4｝|(|子(23)→4/4猟｢｢･(27)→3/2拍子(5)→２

/2拍子(11)→2/2拍子(8)と腱|刑する｡ここでは、調性の行き来は、２時、３時、４時を頂点とした三

角形を形作っている。（図３－４参照）

【第３雑岐終場LetzteSccne】：２/2拍子(79)の余風の歌で、このオペラの｢１頭の「糠の家の主題」と同

じ調で締めくくられている。
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６/8ｲ1'Ｉ子は第３幕第３｣ルに雌も多く使われ、魔女のテーマである．祈りのモティーフは4/4ｊ１Ｗ､2/２

拍子で作'''1きれ、幻想的で美しい場ihi榊成になっている。

1W)|:敬二は、

Iji(作はグリム兄弟がまとめたｲ州なおとぎ話だが、内容を道徳｢１９宗教的にする一が舞台効果

を考え、巧みに脚色されているニライトモテイーフを使ったワーグナー風の繊密な柵成のほか、

（１）おとぎ話にふさわしく単純lﾘ)決な旋律（一部には民謡）を使いiWiLliにまとめてあげて、分

か}〕やすく親しさを燗している。（２）ライトモティーフの大部分は魔女とほうきに関連するが、

これを四度音程の跳蹄で表現することで、音楽的な統一性を見事に実現した。（３）作|M1者の性

格が反映して全'''1のすみずみまでほのぼのした暖かさに包まれている。以上の三点が将色として

あげられる。｜ﾉﾘ春が家族向きで)j（教的なところから、クリスマスｉｉｉ後に｣二演されることが多

いへ型

と述べているが、おとぎ話にふさわしいlli純lﾘⅡ災な旋律は、｜ｉ１主調・WTilMといった近親調をつな

いで展開する調性と、２拍子系・３l121f系・４拍子系でまとめられたIﾘﾚ快な拍子に支えられていると

いえる。

6．改変に求められたもの－改変の意味・必要性

グリム版では、食料の不足･欠乏とその解il1iのために、兄妹は森に拾てられる。木こ')は木こ')と

して働いているにも拘わらず、どうしてこんなに貧しいのかと思われるくらい貧しい。恒常的に貧し

いのであるが、それに力Ⅱえてこの地力をかつてない肌|W(が襲った。1817年にヨーロッパを襲った大飢

鐘は喚まじかつたという。木こりの家族の貧１Ｎは極Ｉｌ４に達する。絵本のへンゼルとグレーテルは、挿

絵で見る限りにおいて裸足である。【'３’極寒のドイツでず裸IILなのである。

オペラのグレーテルは裸足ではなく、ガチョウが裸足である。なめUilKはあるけれど、（ガチョウ

の）靴型がないので、靴屋はガチョウに靴をつくることができないと歌っている。オペラは、この曲

が持っている明るい券IlH気で幕をあける。その上、兄妹は靴下も履いていて、靴下に穴が空いている

と笑い令いい靴下はおI1fさんが新しいのを細んで下さる、ダンスで磨りil1fった靴は、靴片；が修繍して

くれると歌い合っている。

オペラ台本は作曲され、音楽化されることが前提となって作成される。オペラ上演のI]的や状況も

その時々で異なるので、筋書きや構成が変わってくるのは当然のことである。原作の腰Ｉ)Hをそのまま

台本にしてオペラ化することはできない。雌も求められるのは音楽化によって得られる効果を者噸し

最大限に生かすことであろう。

《ヘンゼルとグレーテル》の場合、台本執兼のきっかけは、家庭劇としての上演であった。台本を

作ったフンパーデインクの実妹であるヴェッテ夫人は、医者の夫人としてライン河中流の大都市ケル

ンに住んでいた。夫の誕生日に家庭劇を上演しようと考え、IL1分の子どもたちのために、グリム童話

をもとに、《ヘンゼルとグレーテル》を脚色した。オペラ台本作成に際しての改変の意味や必要性は、

言うまでもなく、家族で鑑10tし、大人から二「どもまで楽しむことが出来るという点にあったと考えら
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れる゜

ヴェッテ夫人は、数'''1の作''11を、兄であるフンパーデインクに頼んだ。フンバーデインクは、〈踊

りの二重唱〉をまず作1111し、残りの数1111も醤き上げ、1890年５)jl61l、家族の集まりの時に上演して

好評を博したという。

フンバーデインクは、この題材に興味を持ち、１１１１の数を増やしてジングシュビールとして完成させ

ようと、ヴェッテ夫人に台本の晋:きiilLIしを依頼した。木こりの夫姉)を瀞作りの夫婦に、グリム童話に

は出てこない眠りの精やIWI露の梢、魔女に魔法で姿を変えられた子どもたち、14人の天使などのキャ

ラクターを力Ⅱえた。子どもたちを捨てる母親では残酷過ぎるので、ｌ１々の生活の苦労に追われ、疲れ

て悩む母親とし、子どもたちが両親と一緒に神を讃えて終わることとした。

オペラでは、貧しいがIﾘ]るく仲の良い兄妹は、子どもたちを激しくⅡ上ることもあるが、新しい靴下

を編んでくれたり、夕食にミルク粥を作ってくれたりする優しい母とお酒が好きで陽気な父と共に、

神を信じて孫らしている。

ヘンゼルとグレーテルが森へ行くのは、捨てられるのではなく、｝ﾘ親の言いつけを守らなかったか

らである。イチゴを取ってくるように命じられるのは、仕事をせず親を軽んじた罪で、罰を受けてい

るのである。魔女からクッキーにされていた沢１１１の子どもたちも「親の言うことを聞かないで勝手に

森に行くと、魔女からクッキーにされてしまうよ」という教訓なのだろう。馴爽、森は危険に満ちて

おり、子どもたちが、恐れを知らずに勝手に森へ行くことは決してiii:されることではなかったに違い

ない。

このようにして、グリム版の持っているllFfいイメージ、悲惨なlElj象は取り除かれた。登場人物の個

性はライトモティーフを使川した音楽様式で効果的に音楽化され、初めてオペラを観る子どもたちに

とっても、グリム逝話が残酷で怖いものではなく、道徳性や教訓があり、ストーリーと音楽を楽しむ

ことができる作品となった。

唯一理解できないことは、なけなしのミルクがこぼれてしまった時、ヘンゼルとグレーテルが笑う

ところである。誰にとっても、なけなしのミルクである。ヘンゼルはミルクを縦み飲みし、グレーテ

ルは、ミルク粥をお母さんがつくってくれると、夕食にミルク粥を食べることを二人共、とても楽し

みにしていた。なけなしのミルクが台無しになってしまったと、みんなで|聴き、悲しみ、青ざめる場

面なのではないか。少なくとも、それまで「もう長い|Ｍ１ごちそうをたっぷりとたべていない｜卵パン

ケーキやバター１４１パンなんて、もうどんな1床がするか知らない」卿’と歌っているのである。

このことは、やはりｉｉｉ述の台本を１１１:いたフンパーデインクの実妹、ヴェッテ夫人に負うところが大

きいと考える。家庭劇を'二iijiしたいと考える階屑の医師夫人であれば、ヘンゼルとグレーテルのグリ

ム版にみるような「赤貧」を体験したことがあるとは考えられない。だから、ミルクが台無しになっ

たことを「言うことをllHかない子どもたちのいたずら」と捉え、兄妹に「笑う」という振る舞いをさ

せている。この場1ｍは、オペラの台本を読み、オペラを何度観ても1111解できないところである。

阪井葉子は、グリム兄弟の［子どもと家庭のためのメールヒェン」のllIj題点として、一つは、メー

ルヒェンを語ってくれたのが、殆どが裕福な家庭の出身者で、しかるべき教養を備えた女性達であっ

たことを挙げ、もう一つの'１１１題点として、以下のように述べている。

文献学的な厳密さを優先し、原資科を改変することのなかったグリム兄弟が「子どもと家庭の
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ためのメールヒェン」にかぎって、聞き書きに手を加えている点だ。彼らは、ちょうど19世紀前

半に確立された市民的な家庭生活のイメージ、つまり家長たる父親と家Ljlをつかさどる母親に見

守られるなか、子どもを中心に営まれる家族の姿を理想とし、この理想に沿う方向でメールヒェ

ンの細部を手直ししていった。「子どもと家庭のためのメールヒェン」の草稿には、残酷な場面

やセクシャルな場iiiが少なからず含まれていたが、それらは第１版から節７版まで版を重ねるご

とに、変更あるいは削除されていく。たとえば、美しい白雪姫に嫉lU1iしてその殺害を企てる実母

は、継{ﾘ:に変災された。〔子どもへの配慮〕を口実にいわば毒気を抜かれた口承メールヒェンは、

民衆的世界からは逆ざかり、１１i民階屑の家庭に求められていたものを無条件にEI1想化することに

なったのだ。J3’

オペラ《ヘンゼルとグレーテル》は、その「毒気を抜かれた口承メールヒェン」グリム童話を、更

に「子どもは貧しさの'１１でも明るさを失わず、両親の言いつけを守って勤勉に働くことを求められ、

親は子どもを庇護し、何かがあれば必死で助けようとし、神を信じ、仲良く生きていく家族」の心温

まる物語として、「市民階１Ｗの家庭に求められていたものを無条件に理想化」し、改変されたといえ

よう。

子捨ての悲惨なグリムjiiriii'iは、妹ヴェッテ夫人の台本と兄フンパーデインクの作1111により、大人に

も子どもにも親しまれ、愛されるオペラになったのである。

スタンリー・セイデイ編著『新グローヴオペラ事典』は、次のように記述している。

フンバーデインクは茄話がオペラに向いているかどうか迷っていた。批評家達は《ヘンゼルと

グレーテル》の音楽的素材の畷かさとその洗練された展開が、素朴で伝統的なおとぎ話には大げ

さではないかとしばしば論じてきた。確かにフンパーデインクはオーケストラからヴァーグナー

流の多様な色彩とテクスチュアをリ|き出したが、音楽の旋律的及びリズム的な薙盤は簡素なもの

にとどめている。民謡風の旋律をポリフオニーの=書法を用いて際限ないほどに変奏することに夢

中になっているが、彼はこうすることで実は精神的に子どもの天真燗漫な感性の近くに留まった

のである。このようにヴァーグナーの音楽技法を楽劇の複雑さや哲学色なしに自由自在に応用し

たところが当時の観客の心をとらえた。更に、おとぎ話という素材は当時全盛をきわめていた

ヴェリズモとは対照的であり、《ヘンゼルとグレーテル》はイタリア・オペラの流入と戦ったド

イツ音楽の記念碑としてヴェーバーの《魔弾の射手》に例えられた。しかし、この作品のいつま

でも色拠せぬ魅力は、おそらくその美しい旋律だろう。それはオペラの音楽と民謡をじかに結び

つけ、メルヒェンオーバーを再生したというフンバーデインクの主張を裏付けるものである。郷’

更に、前述のＤｉｅﾉMl4siiﾉW''11Gesch1ic/Mezt7il〔ZGGge7z2()ｑ７ＵのHllllrlperdinckの項'三１（略伝）から再び引
用すると、

フンパーデインクを（一般的に行われているように）ただ単にドイツ・メールヒェンオペラの

創造者とみなすことが正しいかどうかは、今日フランクフルト・アム・マインの市立図書館と大

学図書館に収蔵されている膨大なフンバーデインクの草案と草稿、彼の46111}の日記、彼の数千の
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手紙を含む（ＲそしてＳ、ヴァーグナー、コージマ・ヴァーグナー、Ｈ､ヴォルフ、Ｇマーラー、

Ｒ・シュトラウスなどとの）文通、文章による肖像とあらゆる種類の文書記録を含むマイスター

の芸術上の遺産が完全に分類され、そして評価された時にはじめて、最終的に判明するだろう。

Ａ・リッター(《おろかなハンス》1885、《王冠は誰に》1890）とオイゲン・ダルベール（《ルビー》

1893）の不毛に終わった試みののち、グリム兄弟の意味におけるドイツ民話の在庫の中に手をＩｌｌｌ

ぱすことによって、ドイツオベラをヴァーグナーDI1i流状態の停滞から導きだし、そして、急速に

普及したイタリアのヴェリズモオペラに、新しいドイツ独ロのオペラ・ジャンルを対１時させたの

が、フンパーデインクの功績であることに議論の余地はない。３７）

と、フンバーデインクの功績を認めている。そして、略伝は次のように締めくくられる．

国民性に親しい|可盟を結んだ音楽家は、また|可時に「時代遅れの」控えめで妬まない芸術家の

典型としてみなされなければならない。その人のロマン主義は、殆ど子どものように純真である

本物の感情から汲みだされる。そして、そのメールヒェンオペラは静かに、そして争うことなく、

持続性のある傑作に匹敵するものであった。１１８１

7．終わりに

ヴィルヘルム・グリムによるＫＨＭ初版の序文は、

天から遣わされた嵐、あるいは他の災いにより穀物がみな地ｉｉｉに１１１１きつけられてしまったよう

なときに、道端の低い生け垣や潅木に守られたわずかな地而があり、そこに二つ三つの穂が真っ

直ぐ|こ立っている、そのような様を思いがけず見つけることがあります。その後再び太陽が暖か

く照ると、それらの穂はひっそりと誰にも気づかれることなく成長を続け、早々と嫌で刈り取ら

れ大きな貯蔵室に入れられることもありません。けれども、夏の終わりにその穂がしっかりと実

ると、貧しい善良な手がそれを探しにやってきます。穂に穂を兎ね、丁寧に束ねられると、それ

は畑の立派な麦束よりも大切に扱われ、家に持ち帰られ、冬の|M1の食物とな})ます゜ひょっとし

たら、未来のための唯一の種子となるかもしれません。３，’

という書き出しで始まる。に1伝えのメールヒェンを、嵐や災いに負けず、誰に気づかれることもなく

ひっそりと成長する強い生命力を持ち、丁寧に束ねられた「穂」に例え、その「穂」は、貧しい善良

な人々の冬の間の食物となり、更に、次世代へと連続する「唯一の種子」となるかもしれないと、期

待を込めて語っているのである。

1812年にグリム兄弟による童話集第１版が|:Ｉ行され、1857年第７版まで45年間、改編を重ねた

ＫＨＭの了へンゼルとグレーテルｊは、初版の刊行からから81年後の1893年に、フンパーデインク兄

妹によって、オペラ《ヘンゼルとグレーテル》としてヴァイマルで初演された。以来116年、オペラ

《ヘンゼルとグレーテル》は様々な演出で、世界'１ｺで｣1演され続けている。

アウグスト・エヴァ一デイング演ｌＩｌ、ゲオルク・シヨルテイ指揮、ウイーンフイル演奏による

ＤＶＤでは、＿上品な服装の優しそうな魔女が一戦、髪振I)乱した恐ろしい魔女に変身し、箒に乗って
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飛ぶ場iHiが、大人にも子どもにも兄Drのiii(出である。フランク・コルサロiii〔出、フランツ・ヴェル

ザーーメスト指揮、チューリヒ歌劇場符弦楽団演奏によるチューリヒ歌劇場のものは、ヘンゼルとグ

レーテルの分身ともいえる子どもたちが、鞭開けから終始、舞台上でヘンゼルとグレーテルと行動を

共にする。色彩鮮やかなお菓子の家と、変幻自在の火が力､}〕な蝶台装置は、家族で楽しむことができ

る。リチャード・ジョーンズ演川、ウラデイーミル・ユロフスキ指抑、メトロポリタン歌劇場管弦楽

団演奏によるもの（2008年１月１１１、メトロポリタン・オペラ）は、魔法使いに迫われたへンゼルと

グレーテルが１Ｍの１１t界に迷い込む現代ホラー風で、典っ亦な1-1の111のケーキや、ナイフとフォークに

添えられたIHIのついた大皿や、災物そっくりの魔女の丸焼きが撰否を引き起こした。ロラン・ペリィ

減11}、大野ｷﾞⅡ上指揮、ロンドン・フィルハーモニー箔:弦楽liHiij(葵による、グラインドポーン音楽祭で

2008年に上iii(されたものは、魔女のお菜子の家がスーパーマーケットのお菓子売り場という設定で、

現代の物武文lﾘ}と環境破壊をテーマとし、現代文明に瞥f1iを発している。

11｢いllt代から新しい１１１:代へと締り継がれるメールヒェンの迎続性を、ここに垣llll見ることができる。

次１１t代へ連続する「Illli-の桃子」はい１Ｍ:実に芽をＨ１し、次のflliJ･を生み||}す。

ヴィルヘルムは続けるこ

＝綿iiを楽しむのに何の理['1も必要としません。そういった風習は素晴らしいものです。その点

でも、この文学は、他のあらゆる不滅のものと共通しています。それゆえ人は、背i満に反対する

意見があるにも拘わらず、ffiiiliを愛好せずにはいられないのです。また、容易に気づくことです

が、二|ｻﾞ話は、文学に対する１１[膿な感受性のあるところに、あるいは、いまだ生きてゆく''１でさま

ざまなあやまりによって、想像ﾉ｣のかき消されていないところにのみ、存在します。私たちはこ

こで、１iiiに述べたのとlilじ愈味で、背iiiliを識えたり、｜)話に反対する意見に対して擁護しようと

しているのではありません。そのｲＭ２そのものが守るに{|｛〔するのです。'〔'’

今から200ｲﾄﾞも前に香かれたものであるが、グリム兄弟の氏iiiliの収集に対する「メールヒェンは次

世代を机う子どもへの教育に大きく符｣Ljする」という了ｉｉ張が伝わってくるものである。オペラ《ヘン

ゼルとグレーテル》は、グリム､i(作を大きく改変しているが、グリム兄弟のメルヒェン収集Ｊｉ時の基

本理念は、板庇に受け継がれていると考えられる。

注
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「ヴァーグナーの《神々のたそがれ》における動機」（1887）で他)|Iして有名になった１Ｍ}･ヴアーグ
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《ドン・ジョヴアンニ》などに例がある．オペラ以外のジャンルで有名なものとして、ベルリオーズ



ノト上博子9４

の《幻想交騨曲》における「固定楽想」（id6efixe）がある。また、レーヴェのバラードにおける主
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